
《セミナーのご案内》
平成１７年度廃棄物学会北海道支部セミナー

循環型社会を目指す背景には、廃棄物問題や、化石資源の大量消費に起因する地球環境問題と資源エネルギー問題があり、地球温暖化に起因する気象変動予測が次々と目の前に現れる事実に誰しもが一刻も早く対策を取る必要性を感じています。

　国は、平成１４年に、化石資源に代わり再生可能でカーボンニュートラルなバイオマスをエネルギーや素材として利用するバイオマス産業社会を築くことが問題解決の本質に迫るものとしてバイオマスニッポン総合戦略構想を策定しました。道が本年３月に策定した北海道循環型社会推進基本計画においても、平成２２年度までに、バイオマスの利活用率を９０％以上にすることになっています。

そこで、本年度のセミナーは、会員をはじめ道民の皆様の様々な取組に寄与するため、循環型社会を目指す北海道の廃棄物系バイオマスの利用の方向性について北海道から講演をいただくとともに、地球温暖化防止に大きく貢献される廃棄物系バイオマス利用の先進事例の報告をいただくこととしました。
　と　き　　　平成１７年１１月２５日（金）　１３時３０分～１６時３０分
　ところ　　  北海道大学クラーク会館講堂
  参加費　　　１，０００円（資料代を含む）
　主　催　　　廃棄物学会北海道支部　

　後　援      北海道
	【講演】
　◎　北海道における廃棄物バイオマスの利用の方向
　　　島崎　昭（北海道環境生活部環境室循環型社会推進課長）
【事例報告】
  ○　水産系廃棄物のバイオガス化事例
　　　清水建設株式会社　大西雄二
  ○　家畜ふん尿・生ごみ・下水汚泥集約バイオガス化システム構築の検討事例
　　　北海道大学院工学研究科　谷川　昇
  ○  木質系バイオマス利用の先進事例
      北海道ガス株式会社　大元　譲


※　出席される方はできる限り事前に事務局に申し込み願います。（当日受付も有り）
    　申し込み先　北海道大学循環計画システム研究室　　谷川　昇
　　　　　　FAX　011-706-7287　　E-mail　tanikawa@eng.hokudai.ac.jp
※　セミナー終了後、エンレイソウにて懇親会（３，０００円）を行いますので、参　加される方はセミナーの申し込みに併せてお知らせ願います。（当日受付も有り）
FAX送信用紙

北海道大学大学院工学研究科

循環計画システム研究室 谷川昇　　　行き
（fax　０１１－７０６－７２８７）
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1 平成１７年度廃棄物学会北海道支部セミナーへのご出欠
（どちらかに○をおつけください）参加費１，０００円（資料代を含む）
ご出席・ご欠席

②懇親会へのご出欠（どちらかに○をおつけください）

（エンレイソウ 17:00頃より、会費3,000円）
ご出席・ご欠席

事務整理の都合上、11月21日（月）までに、お返事を頂ければと思います。また、当日ご参加さても結構です。よろしくお願いします。
循環型社会を目指す北海道のバイオマス戦略２


～ 廃棄物系バイオマス利用の先進事例 ～









